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Ⅰ．＜論考＞ 

 

１．オーストラリアにおける「ラグビー」の拡大と分裂 
尾崎 正峰 

 
はじめに 
 
 文部科学省の科学研究費補助金に基づく研究の

ため、ほぼ 2 年ぶりにオーストラリアを訪れた。

訪問先の大学のライブラリーで資料検索をして、

内容をチェックした後、必要なものはコピーする

という、ある意味、単純作業の繰り返しの日々で

あったが、資料収集としては十分な成果を上げる

ことができた。 
夜、宿のアパートメントに戻り、収集した資料

の整理に追われる中、「ながら族」的にテレビをつ

けっ放しにしておいた。スポーツ専門チャンネル

に合わせてみると、日本で日常的には見ることが

稀な、モータースポーツ、自転車競技、馬術競技、

ダーツ、ビリヤード、などの種目が入れ替わり立

ち替わり放映されていた。同時に、オーストラリ

アの人々が熱狂するオーストラリア・フットボー

ルやラグビー・リーグも、試合場面のみならず、

ゲーム予測、プレイヤー紹介、等々、手を替え品

を替えて、長時間にわたって映像が流し続けられ

ていた。それらの映像は、スポーツそのものとし

て十分に楽しむことのできるものであったが、同

時に、筆者にとってはオーストラリアのスポーツ

の歴史と現在の特徴が投影されているものとして、

多くの関心を喚起させるものであった。 
たとえば、現代スポーツを彩る特徴の一つにメ

ディアとの深いつながりある。メディア側の戦略

においてスポーツは「キラー・コンテンツ」とし

て位置づけられるようになって久しい。一方で、

スポーツの側もメディアへの露出がその種目の生

殺与奪を握るという認識を持つに至っているとい

える。そうした構図の中で、スポーツの放映とそ

の組織体制の主導権の獲得をめぐってオーストラ

リアでは大きな裁判闘争が展開されたほどである。

その喧噪を通り越した現在、「ローカル」なものが

「グローバルな市場」に進出するという構図が、

より顕著な形で表れてきているといえる。同時に、

バスケットボールなどのアメリカ型の種目の拡大

という現象も起きている。グローバル化が進むマ

ルチカルチュラルな社会状況の中で、オーストラ

リアのスポーツにはアンヴィバレントな性格を有

する事象がない交ぜとなっている。 
総じて言えば、オーストラリアのスポーツには、

その「特殊な」意味合いとともに、現代のスポー

ツの姿をとらえる上での重要な視点と対象を見い

だす「普遍性」が併存しているといえる。 
 

「オーストラリアのスポーツ」研究の視点 
 

 筆者がオーストラリアのスポーツに注目したき

っかけは、2000 年に開催されたシドニー・パラリ

ンピック大会の調査であった。障害を持つ人々の

スポーツ、その国際大会の開催とそれを支える

国・社会という事象を通して初めて触れる彼の地

のスポーツと社会の姿は、その時点ではいまだ感

覚的なものが多くを占めていたが、興味惹かれる

ものがあった。その後、2002 年度、長期在外研究

の地としてオーストラリアを選ぶことになった。 
在外研究にあたって提示した研究上の視点は

以下のものであった(1)。 
 １．オーストラリアのスポーツ政策の変遷 
 ２．地域コミュニティレベルにおけるスポーツ 

活動の実態把握 
 ３．「障害者スポーツ」の政策と実態 
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 ４．「多文化主義」とスポーツ 
これらの視点に基づいて、これまでに研究にお

いては、とくに、上記で提示した「多文化主義」

の視点とグローバル化というファクターを絡ませ

ることでオーストラリアの社会におけるスポーツ

のあり様を探る作業を続けてきた(2)。 
その中のテーマからひとつあげるならば、オー

ストラリアにおける「フットボール」の歴史と現

状を探るというものがある。すでに何度も指摘し

ているが、オーストラリアには、オーストラリア

独自のオーストラリア・フットボール、「世界標準」

のサッカー、そして「ラグビー」にはラグビー・

ユニオン（以下、ユニオン）とラグビー・リーグ

（以下、リーグ）というふたつのコードがあり、

しめて 4 つのフットボール・コード（code）があ

る。それぞれのコードが独自の歴史を持ち、現在

に至るまで活発な活動を展開している (3)。 
そのことは、オーストラリア統計局（Australian 

Bureau of Statistics）による世論調査の結果から

も読み取ることができる（表 1、表 2、参照）。 

「スポーツ参加（するスポーツ）」と「スポーツ観

戦（見るスポーツ）」のふたつの数値を比較対照す

るとき、4 つのフットボール・コードそれぞれの

オーストラリアにおける位置とその特質が見えて

くる。行論から一つだけあげるならば、もっとも

「ローカル」なオーストラリア・フットボールの

観戦率が最も高く、日本ではなじみの少ないラグ

ビー・リーグが上位に食い込んでいる。しかし、

両種目とも「スポーツ参加」の面では非常に低位

である。 
 ひとつの社会の中で、スポーツが興り、定着し

ていく過程には、さまざまな要素が絡み合ってい

ることはいうまでもないことであろう。その意味

で、現在のスポーツ事象のありようとその特徴を

とらえていくにあたって、歴史的なプロセスを明

らかにしていくことが重要である。筆者は、以前、

サッカーを対象に分析を行なったが (4)、本稿では、

オーストラリアにおける「ラグビー」の開始と拡

大からラグビー・リーグの誕生の時点までの歴史

的経緯を追うことにする(5)。

 
表1　オーストラリアにおける人々のスポーツ参加

1999-2000 2005-2006 1999-2000 2005-2006 1999-2000 2005-2006

全体 58.5 66.0 50.9 65.7 54.7 65.9

上位12種目
ウォーキング 13.7 16.5 23.8 32.8 18.8 24.7
エアロビクス／フィットネス 7.5 9.4 14.7 15.7 13.9 12.6
スイミング 13.0 8.0 14.7 10.0 13.9 9.0
サイクリング 6.6 8.8 3.3 3.9 4.9 6.3
ゴルフ 15.6 8.8 3.8 2.2 9.6 5.5
テニス 7.5 4.9 7.3 4.7 7.4 4.8
ランニング 6.3 5.4 3.3 3.1 4.7 4.3
サッカー（室内、屋外） 2.8 5.8 0.7 1.9 1.8 3.8
ブッシュ・ウォーキング - 3.1 - 3.3 - 3.2
クリケット（室内、屋外） 5.0 5.4 0.4 0.4 2.7 2.9
ネットボール 0.8 0.6 4.6 4.8 2.7 2.7

バスケットボール 3.2 2.8 1.3 1.3 2.3 2.1

オーストラリア・フットボール 2.7 3.1 0.1 0.3 1.4 1.7

ラグビー・リーグ 1.2 1.2 0.1 0.0 0.7 0.6
ラグビー・ユニオン 0.6 0.9 0.1 0.1 0.3 0.5

野球 0.3 0.3 - 0.1 0.1 0.2

出典：Australian Bureau of Statistics, cat. No. 4177.0 Participation in Sports and Physical Recreation,
Australia 1999-2000、および、2005-06、より作成

男 女 全体
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表2　オーストラリアにおけるスポーツ観戦

1999 2005-2006 1999 2005-2006 1999 2005-2006

全体 54.7 51.9 39.8 36.9 47.1 44.3

上位12種目

オーストラリア・フットボール 20.4 19.2 13.4 12.5 16.8 15.8
競馬 13.1 13.8 10.5 11.2 11.8 12.5
ラグビーリーグ 13.2 12.0 7.0 6.7 10.1 9.3
モーター・スポーツ 14.7 13.0 6.5 5.7 10.6 9.3
クリケット 9.2 7.2 3.6 2.4 6.3 4.8
ラグビー・ユニオン 4.1 5.7 1.9 2.9 3.0 4.3
サッカー 5.4 4.4 2.9 2.6 4.2 3.5
馬具レース 4.1 3.2 3.1 2.3 3.6 2.8
テニス 2.9 1.3 3.0 2.0 3.0 1.7
バスケットボール 3.8 1.7 3.3 1.3 3.5 1.5
ドッグ・レース 2.4 1.8 1.3 1.0 1.9 1.4
ネットボール 0.8 0.7 2.5 1.6 1.7 1.2

出典：Australian Bureau of Statistics, cat. no. 4174.0 Sports Attendance, Australia, 1999、および、2005-
06、より作成

男 女 全体

 
 
オーストラリアにおける「フットボール」の叢生 
 
 1770 年、ジェイムズ・クックによるオーストラ

リア大陸の「発見」の後、1788 年にアーサー・フ

ィリップ総督に率いられた船団に乗り組んだ人々

によって入植が開始される。「未知」で「未開」の

地であるオーストラリアが、ヨーロッパの目から

見た「世界史」に登場することになったのである。

この後のオーストラリアにおけるスポーツの展開

は、イギリスからの入植者の中の上層階級の人々

によって主に牽引されたが、19 世紀を迎える頃に

は、社会のより幅広い階層にスポーツは拡がりを

見せていた(6)。 
こうしたオーストラリアにおけるスポーツの拡

がりは、ひとつには、入植後の社会の安定にめど

がついたことが大きかったといえる。入植当初、

生活基盤の形成こそが第一義の課題であったが、

その見通しがある程度つくようになったことによ

って、ヨーロッパから遠く離れた地におけるエン

ターテイメントを誰もが求める意識を呼び起こす

こととなった。 
さらに、イギリスをはじめとするヨーロッパ地

域において、いわゆる「近代スポーツ」が展開し

始め、上層階級に集中して初期の段階から、次第

に階級・階層を超えて広く人々の間に浸透してい

ったことが、オーストラリアの社会にスポーツが

拡大していくことに影響を及ぼしたことが指摘で

きる。つまり、どのような形にせよ、スポーツと

いう文化に親しみ、参加した経験を持つ人々が社

会の中で一定程度の拡がりを見せるようになった

こと。そのことが、ひいては、支配層であれ、囚

人であれ、自由移民であれ、そして、出自の各国・

地域がどこであれ、はるばるオーストラリアへ向

かい、彼の地を踏んだ人々それぞれが、「文化の手

荷物（cultural baggage）」としてのスポーツを自

らの身体に携えてくることにつながった (7)。繰り

返して言えば、ヨーロッパ地域における近代スポ

ーツの拡大が、オーストラリアという遠隔の土地

においてスポーツが拡大する社会的背景、少なく

とも遠因であったといえる。 
ただし、この時期のオーストラリアにおけるス

ポーツはインフォーマルなものであり、記録とし

て残されているものは数少ない。その中で、オー

ストラリアにおける「フットボール」の歴史をひ

もとくと、1829 年、シドニーのハイドパークで兵

士たちが娯楽として「フットボール」のゲームを
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行なったとする新聞記事が、記録として残ってい

る最初のものである (8)。こうした記録を含めて、

19 世紀中盤以降、さまざまなルールのヴァリエー

ションを持ちながら「フットボール」がオースト

ラリアで行われるようになったと予測することが

できる(9)。 
 

「ラグビー」の拡大 
 
オーストラリアにおいて、さまざまな形式での

「フットボール」が行なわれるようになる中で、

「ラグビー」の展開は、オーストラリアがイギリ

スの植民地であったことから導き出されるひとつ

の特徴を持っていた。 
この時期、入植者の中・上流層の子弟が本国イ

ギリスのイートン校、ハロウ校、ラグビー校など

のパブリック・スクールに留学するようになって

いた。植民地の支配層にとって、子弟に本国でジ

ェントルマンたる教育を受けさせるという思いは、

至極当然のものであった。そして、子弟が赴いた

イギリスでは、1840 年代以降、ラグビー的なフッ

トボールがパブリック・スクールを中心に拡がり

を見せるようになっていた(10)。こうした時期、イ

ギリスに渡ったオーストラリアからの「留学生」

は、留学中にラグビー的なフットボールを実際に

プレイし、その経験を人脈や思い出と共に携えて

帰国することとなった。そのことによって、1860
年代頃から、ニューサウスウェールズを中心に、

ラグビー的なフットボールが富裕層の男性の間で

盛んに行なわれるようになったのである。 
このように活動が拡がりを見せる中、組織化へ

の動きが表れてくるようになった。より具体的に

指摘するならば、愛好者たちの自主的結社である

クラブの結成である。1863 年、初のクラブ組織と

してシドニー大学クラブが結成された。同クラブ

は、オーストラリアに寄港するイギリス軍艦の乗

組員と「ラグビー」の試合を行なったとされる(11)。

続いて、1865 年には、アルバート・クリケット・

クラブのメンバーによってシドニー・フットボー

ル・クラブが結成された。同クラブが 1865 年に

ハイドパークで開催した試合が、「ラグビー」の試

合として記録として残っているオーストラリア最

初のものであるといわれる(12)。その後、いくつか

のクラブが生まれたが、その中の一つに、1870
年に結成されたワラルー（Wallaroo）・クラブが

ある。このクラブの創設者の一人リチャード・ア

ーノルド（Richard Arnold）は、1860 年代にラ

グビー校に留学していた(13)。また、クラブのメン

バーは、最初期のシドニーの私立学校の卒業生た

ちであった。 
こうした状況は、クイーンズランドにおいても

同様であった。1880 年代初頭、この地域でも「ラ

グビー」が盛んになったが、その組織者も参加者

も上層階層の人々であった(14)。 
このような、中・上流層によって主導されると

いう「ラグビー」に刻まれていた階級的性格は、

指導者をわざわざイギリス本国から呼び寄せ、私

立学校の教育システムの中に冬季のスポーツ種目

として「ラグビー」のゲームが組み込まれたこと

に象徴的に表れていると同時に、この教育システ

ムによって再生産されることとなった。 
クラブの結成が続き、いくつものクラブが活動

を開始するようになって以後、ひとつのまとまっ

た競技組織を立ち上げる段階となった。1874 年、

サザン・ラグビー・フットボール・ユニオン

（Southern Rugby Football Union、ＳＲＵ）が

結成された。イギリスでラグビー・フットボール・

ユニオン（Rugby Football Union、ＲＦＵ）が結

成されたのが 1871 年であるから、わずか 3 年後

のことである。ここにもイギリスの影響の深さを

とらえることができるが(15)、競技組織結成の目的

はイギリスでのユニオンの結成と同様であったと

いえる (16)。この当時、地域的なヴァリエーショ

ン・ルールがあり、クラブごとに異なっていたが、

ゲームの時も審判がおらず、異なる地域のクラブ

間の試合前にはルールの確認と合意がいちいち必

要であった。活動の拡大とともに、ルールが統一

されていないため対抗戦を行う上での不都合が意
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識され始め、統一ルールを適用する必要性が出て

きたのであった。 
その後、ＳＲＵは加盟クラブ数を増やし、1892

年、ニューサウスウェールズ・ラグビー・ユニオ

ン（New South Wales Rugby Union、ＮＳＷＲＵ）

に改組した。この時期、学生時代に慣れ親しんだ

「ラグビー」を続けるために、所有地のあるニュ

ーサウスウェールズの地域に戻ってゲームをする

ようになった (17)。その意味で、「ニューサウスウ

ェールズ」への名称変更は、シドニーの周辺の地

域を基盤とするチームの増加を表している。19 世

紀末にはシドニーのクラブ数は 79 にも及び、シ

ドニー地域における試合開催を独占的に実施する

ための再組織化の必要性が生じ、1897 年、ＮＳＷ

ＲＵとメトロポリタン・ラグビー・ユニオン

（Metropolitan Rugby Union、ＭＲＵ）との提携

が行なわれた。 
クイーンズランドでも「ラグビー」は拡大して

いったが、1882 年にはニューサウスウェールズと

の対抗戦が行なわれた。この時点ではブリスベン

には 2 つのクラブしかなかったが、こうした試合

の展開にも刺激され、9 年後にはその数は 72 にま

で増加した。このようにクイーンズランドにおけ

る「ラグビー」の拡大は進む中、1886 年、セント

ラル・クイーンズランド・ラグビー・ユニオン

（Central Queensland Rugby Union、ＣＱＲＵ）

が結成された(18)。 
 以上見てきたように、ニューサウスウェールズ

とクイーンズランドを中心に多くのクラブが結成

され、植民地間の対抗戦までが行われるようにな

ったが、19 世紀末までは、「ラグビー」の試合は

多くの観客を集めることはなかった。比喩的に言

うならば、この時期のオーストラリアの「ラグビ

ー」は「するスポーツ」として人々の間に広まっ

たものであり、「見るスポーツ」としての性格はそ

れほどで強くなかったということである。しかし、

それからほどなくして、世紀が変わる頃になると、

こうした状況にも変化が現れてきた。 
1899 年に、イギリスとの最初のテストマッチが

行なわれた。このときの勝利が、オーストラリア

の人々にとって「愛国心」的な感情を刺激するも

のであった(19)。また、クラブシステムの転換があ

った。具体的には、居住地の制限の緩和、つまり

ある地域（district）に居住することをクラブへの

参加条件としていたことを緩和するものであった。

このことによって、有能なプレイヤーをクラブに

引き込んでいくことがよりやりやすくなった。 
こうした状況が重なり合って、「見るスポーツ」

としての「ラグビー」の人気が高まっていった。

シドニーでの人気の高まりは、1907 年のシドニ

ー・クリケット・グラウンドにおけるニューサウ

スウェールズとニュージーランドとの対抗戦にお

いて 5 万 2000 人、すなわち当時のシドニーの人

口の 10 分の 1 に当たる人びとが観客として訪れ

るほどのものであった。また、1902 年から 1907
年の間に、ＭＲＵが主催する試合の入場料収入は、

1,336 ポンドから 4,078 ポンドと、3 倍以上に拡

大した(20)。 
 
分裂とラグビー・リーグの誕生 
 
 前項で見てきたように、19 世紀半ば以降、ニュ

ーサウスウェールズ、とくにシドニーを中心に「ラ

グビー」は拡大を続け、各クラブの統合体であり、

統一ルールの採用を企図した競技組織の立ち上げ

も実現した。20 世紀を迎える頃からは、「するス

ポーツ」のみならず「見るスポーツ」としての成

功も見せていた。しかし、こうした展開と同時に

いくつかの問題を抱え込むことになっていた。 
 もっとも大きな問題は、プレイヤーに対する金

銭的補償をめぐる執行部とプレイヤーとの間の対

立であった。ＮＳＷＲＵなどの執行部は従前まで

と変わらず上層階層の人々によって占められてい

た一方で、「ラグビー」に参加する人々、とくに試

合に出るプレイヤーの出身階層は労働者階級にま

で拡大していった。この背景には、1888 年から公

立学校（state school）の教育システムにも組織と

して関与するようになり、私立学校へ子弟を通わ
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せる経済的余裕のない階層の青少年の中にも、学

校時代から「ラグビー」に親しむ人々が出てきた

ことがある。この結果、ジュニアからシニアに至

るまでのクラブにさまざまな階層の人々が参加す

るようになった。 
 こうして事情も手伝って、労働者階級のプレイ

ヤーの数が増したことによって、試合中のけがの

治療費や試合参加のために仕事を休んだことへの

補填（現在の「休業補償」）などの金銭的補償をプ

レイヤー側は求めるようになっていった。この争

点が先鋭化してきた 1907 年、ユニオンの執行部

は、Epping Racecourse を 1 万 5000 ポンドで購

入した。その購入資金を調達するために運営上の

財政が影響を受け、プレイヤーに対する治療費の

補助を取りやめ、治療費支払いの責任をプレイヤ

ーが在籍していたクラブに移すことにした(21)。 
こうした執行部の対応にプレイヤーたちは不満

をつのらせていった。その中の一人に、アレック・

バードン（Alec Burdon）という男がいた。彼は

理髪師であったが、1907 年、試合で負ったけがの

ために 10 週間にわたって仕事をすることができ

なかった。そこで、彼は治療費などの金銭的補償

を求めたが拒否された。しかし、この件はこれで

決着したわけではなく、彼と同じ境遇にあるプレ

イヤー仲間で話し合いがもたれるまでになった。

それとちょうど同じ時期、ニュージーランドの「ラ

グビー」のチーム、オール・ゴールド（All Golds）
がオーストラリアに招聘された。このチームはプ

ロであり、このチームのメンバーとバードンたち

が会ったことが、新たな「ラグビー」の組織を立

ち上げるべく反旗を翻す上での大きな刺激となっ

た。そしてついに、1907 年 8 月 8 日、シドニー

にある Bateman’s Crystal Hotel に集ったプレイ

ヤーたちはＮＳＷＲＵを脱退し、ニューサウスウ

ェールズ・ラグビー・リーグ（New South Wales 
Rugby Football League、ＮＳＷＲＬ）を結成す

る行動に出た(22)。 
 「ラグビー」におけるユニオンとリーグの分裂

は、1895 年 8 月、本家イギリスでも起こってい

た(23)。1901 年にオーストラリアが連邦政府を樹

立したとはいえ、宗主国イギリスの影響がいまだ

大きかった時代背景をふまえたとしても、イギリ

スとオーストラリア両国におけるユニオンとリー

グの分裂は不思議な符号ということもできなくは

ないと思われる。しかし、執行部とプレイヤーの

対立に端を発するユニオンとリーグの分裂が、ア

マチュアリズムをめぐる理念上の対立であったこ

とから、歴史的に見るならば、起こるべくして起

こった出来事ととらえることもできる。 
アマチュアリズムは支配層によって作られたイ

デオロギーであるが、イギリスによる入植当初、

オーストラリアではスポーツをイベント興行とし

て商業ベースで展開することも珍しいものではな

かった(24)。その後、スポーツ参加における社会階

層の拡大が如実になってくると、階級間の境を明

確にすること、そのためのイデオロギーとしての

アマチュアリズムの意味がオーストラリアのスポ

ーツ界を牛耳る層において意識されるようになっ

た。1860 年代以降のことである。初期の段階は、

会費制などの経済的障壁を設けることで労働者を

排除してきたが、それでも労働者階級の参加を阻

止することはできなくなった。その段階を迎えて、

スポーツ場面においていかなる金銭的やりとりも

認めないというイデオロギー性がより強固に打ち

出されるに至ったのであった(25)。 
 こうした経緯をふまえると、ユニオンとリーグ

の分裂は、世紀の変わり目を経て、スポーツのあ

り方の変容、ある意味での「近代化」を迎える時

期を表象する出来事といえる(26)。 
 しかし、ユニオンの執行部に象徴される社会の

上層部の人々のアマチュアリズムへの信奉は、

1908 年、ニューサウスウェールズ・アマチュア・

スポーツ連盟（Amateur Sports Federation of 
New South Wales）の結成という形をとることに

なった(27)。ＮＳＷＲＬへの対抗という意味合いを

もつものであったが、アマチュアリズムをめぐる

対立は、これ以後も続くことになる。そして、こ

の問題はオーストラリアにとどまるものではなく、
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たとえば、1974 年の IOC 総会でオリンピック憲

章から「アマチュア」の語が削除される時期まで

争点となるものであるといえる(28)。 
ユニオンの勢力がいまだ絶大な中で新たな船出

をした新生ラグビー・リーグは、1908 年の末に「カ

ンガルーズ」のニックネームで知られるリーグの

チーム初のイギリス・ツアーを行なった。このツ

アーは観客を十分に集めることができず、興行的

には失敗で、リーグは、その船出の時点では苦難

の先行きを予感させた。しかし、その後の展開は

現代につながる特質の胎動を示すものであり、そ

の点についての検討は今後の課題としたい(29)。 
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